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式

亭

三

馬

の

未

刊

作

品

の

広

告

は
じ
め
に

あ
る
本
の
巻
末
広
告
に
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
記
さ
れ
る
が
実
際
に

は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
作
品
、
あ
る
い
は
、
近
刊
が
予
告
さ
れ
る
も
の
の
、

つ
い
に
刊
行
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
作

品
の
広
告
を
本
稿
で
は
、
未
刊
作
品
の
広
告
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

未
刊
作
品
の
広
告
に
つ
い
て
、
中
野
三
敏
『
江
戸
の
板
本
蹴
近
刊
予
告
」

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る

（
１
）。

（近
刊
予
告
に
つ
い
て
）
特
に
洒
落
本
や
読
本

・
滑
稽
本
な
ど
の
戯

作
類
に
多
く
、
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね

「来
○
歳
新
板
」
や

「来
春
出

来
」
等
の
文
字
を
付
し
て
作
者
名
と
書
名
が
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
予
告
は
さ
れ
た
も
の
の
、
結
局
未
刊
に
終
る
も
の
も
多
い
よ
う

で
、
な
か
に
は
初
め
か
ら
原
稿
も
な
い
ま
ま
、
単
に
そ
れ
ら
し
い
書

名
を
並
べ
た
だ
け
と
い
う
も
の
も
少
な
く
な
い
。

後
期
の
戯
作
小
説
類
に
見
え
る
こ
う
し
た
例
は

「縄
張
」
と
も
称
し

て
、
本
屋
が
流
行
作
家
の
作
品
を
完
成
以
前
か
ら
自
家
の
も
の
と
し

て
か
こ
い
込
む
た
め
の
手
段
で
も
あ

つ
た
よ
う
だ
が
、
実
効
の
ほ
ど

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
あ
る
作
品
の
題
名
が
広
告
に
出
る
も
の
の
、
そ
の
題

名
の
作
品
が
刊
行
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
未
刊
作
品

吉

丸

雄

哉

の
広
告
を
考
察
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。

有
名
な
例
を
あ
げ
る
。
上
田
秋
成
の
浮
世
草
子
『諸
道
聴
耳
世
間
狙
宍
明

和
三
年
刊
）
と

『
世
間
妾
形
気
』
（明
和
四
年
刊
）
の
巻
末
広
告
に
は
、
「世

間
猿
後
編
」
と
す
る

『諸
国
廻
船
便
』
と

「西
行
は
な
し
」
と
小
書
を
つ

け
た

『
歌
枕
染
風
呂
敷
』
の
二
作
品
が
予
告
さ
れ
る
。
こ
の
二
作
は
未
刊

の
ま
ま
終
わ
つ
た
よ
う
だ
が
、
怪
談
集
で
あ
る
こ
と
や

「白
峯
」
の
主
人

公
が
西
行
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
『
雨
月
物
語
』
（明
和
五
年
成
、
安
永
五
年

刊
）
に
そ
の
構
想
が
生
か
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る

（２
）。
こ
の
よ
う
に
、

未
刊
作
品
の
広
告
か
ら
他
の
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
の
考
察
が
で
き

ス

υ

。

式ヽ
亭
三
馬
に
は
、
当
初
の
構
想
と
違
っ
た
出
版
を
し
た
作
品
や
、

・実
際

に
刊
行
に
い
た
ら
ず
に
終
わ
つ
た
作
品
が
少
な
く
な
い
。
三
馬
の
未
刊
作

品
の
広
告
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
だ
け

を
対
象
に
す
る
場
合
よ
り
も
、
三
馬
自
身
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

今
回
、
三
馬
の
近
刊
予
告
を
総
覧
し
、
す
べ
て
を
こ
こ
に
載
せ
る
こ
と

は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
不
可
能
で
あ
る
が
、
三
馬
に
と
つ
て
重
要
な
近

刊
予
告
を
紹
介
し
、
近
刊
予
告
の
考
察
が
作
家
研
究
に
有
用
で
あ
る
こ
と

を
示
す
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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一
、
草
双
紙
の
場
合
。

三
馬
自
身
、
執
筆
し
た
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
の
う
ち
、
黄
表
紙

・
合
巻
と

い
つ
た
草
双
紙
の
点
数
が
最
多
で
あ
る
こ
　
‘
と
も
あ
る
が
、
未
刊
作
品
の
広

告
が

一
番
多
い
の
は
草
双
紙
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
刊
行
さ
れ
て
い
て

も
、
近
刊
予
告
の
時
点
か
ら
題
名
が
変
わ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

近
刊
予
告
か
ら
、
角
書
と
本
題
が
入
れ
替
わ
っ
た
例
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
文
化
六
年
刊
の
三
馬
作

『
打

詳

諄
』
（山
城
屋
藤
右
衛
門
板
）
の
近

刊
予
告
で
は
、

『逮
韓
数
紛
　
自
然
薯
三
吉
』
全
人
冊

前
編
勝
川
春
亭
、
後
編
歌
川
国
満
。

と
さ
れ
た
作
品
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
と
き
は
、
『餌
盤
薯
Ｆ
口
忠
孝
振
分

道
中
雙
六
』
（人
巻
二
冊
、
文
化
六
年
刊
、
勝
川
春
亭

・
歌
川
国
満
画
、
鶴

屋
金
助
板
）
が
書
名
に
な
っ
た
。

題
名
が
変
わ
っ
て
出
版
さ
れ
た
例
を
も

み
ぅ
抄
計
噂
鵠
お
％
弓
敵
討
宿
六

始
』
（文
化
五
年
刊
、
西
宮
新
六
板
）
や

『
御
堂
詣
未
刻
太
鼓
』
（文
化
五

年
刊
、
西
宮
新
六
板
）
に
、
近
刊
予
告
が
あ
る

「真
鳥
塚
蘇
生
物
語
」
は
、

竹
田
出
雲
の
浄
瑠
璃

『
大
内
裏
大
友
真
鳥
』
を
下
敷
に
し
た
文
化
九
年
刊

の
『鎮
鶴
　
旧
内
裡

部
諄
』
（歌
川
国
直
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
未
刊
の
ま
ま
終
わ
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。
『
早
替
胸
の
か

ら
く
り
』
（文
化
七
年
刊
、
西
村
源
六

ｏ
西
宮
新
六

・
西
宮
太
助
板
）
巻
末

広
告
に
、

●
著
述
な
か
ば
に
て
い
ま
だ
稿
を
は
ら
ぬ
新
編
。
○
こ
れ
は
来
年
は

や
く
売
出
し
申
候
。

磁畷概の鍛蝕　
獄
甦
町
舒
燃
郵
講
　
六
冊

歌
川
国
貞
画
、
近
江
屋
権
九
郎
版
。

維徹続の勝物　
嚇
軽
量
嶋
樹
緩
郷
　
一ハ冊歌

川
豊
国
画
、
西
村
源
六
版
。

折
琴
姫
松
嶋
紀
行
　
正
本
　
　
　
五
冊

歌
川
豊
国
画
、
同

（西
村
源
六
）
版
。

▲
此
折
琴
姫
は
著
作
大
半
出
来
い
た
し
候
問
来
春
は
早
ノ
ヽ
売
出
し

申
候
、
い
つ
は
り
な
し
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
題
名
の
作
品
は
い
ず
れ
も
存
在
し
な
い
。
原
稿
の

大
半
が
完
成
し
て
い
る
と
い
う

「折
琴
姫
松
嶋
紀
行
」
は
、
『
七
癖
上
戸
』

（文
化
七
年
刊
、
西
村
源
六

・
西
宮
弥
兵
衛

ｏ
西
宮
平
兵
衛
板
）
に
も
、

光
壁
一亦滋
賞
沸
”
濯
一”
の
諫
彊
眺
ζ

折
琴
姫
松
嶋
紀
行
　
十
五
冊

ｔ

式
亭
三
馬
作
、
歌
川
豊
国
画
。

牡
確
続
の
酷
物
　
物
草
太
郎
昔
絵
容
　
人
冊

式
亭
三
馬
作
、
歌
川
豊
国
画
。

右
彫
刻
間
に
合
ひ
不
申
、
当
年
取
急
キ
候
。
当
午

（引
用
者
注
、
文

化
七
年
）
の
初
秋
よ
り
早
々
売
出
し
申
候
。

と
予
告
さ
れ
る
が

「物
草
太
郎
昔
絵
容
」
と
も
ど
も
未
刊
に
終
わ

っ
て
い

ス

υ

。

近
刊
予
告
は
同
じ
板
元
だ
け
で
は
な
く
、
相
版

・
販
売
な
ど
で
提
携
の

あ
っ
た
板
元
同
士

（た
と
え
ば
西
宮
と
西
村
と
近
江
屋
）
で
は
、
他
の
板
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元
の
近
刊
予
告
も
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
。
ま
た
、
あ
る
板
元
で
予
告
さ
れ

た
も
の
が
、
他
の
板
元
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
つ
た
。

近
刊
予
告
が
未
刊
に
終
わ
る
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
間
に
合
わ

せ
の
た
め
、
そ
れ
ら
し
い
名
前
の
み
入
れ
た
と
お
ぼ
し
き
も
の
も
あ
れ
ば
、

執
筆
が
進
ん
で
い
な
が
ら
も
、
放
棄
さ
れ
た
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

三
馬
の
場
合
、
寛
政
十

一
年
刊
の
『侠
太
平
記
向
鉢
巻
賢
西
宮
新
六
板
）

の
出
版
に
よ
る
筆
禍
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
年
作
品
に
見
え
る
近
刊
予

告
に
は
、
未
刊
の
も
の
が
多
い

（３
）。

三
馬
作

『
引

返

彗
【
幕

明
』
Ｔ
一冊
、
寛
政
十

一
年
刊
、
北
尾
重
政
画
、

西
宮
新
六
板
）
が
近
刊
予
告
す
る
、

艦
絵
敲
峙
　

認
妊
恐
胸
西
海
群
　
　
一二
。

雌

評
　

冠
だ

郡

押

兵
　

　

一二
。

鶴
栖
　
　
無
学
馬
鹿
式
　
　
　
折
本
。

戦
帯
　

縛
叫

理
機

薇

罐

　

三
。

算
囃
努
　
　
式
亭
三
馬
楽
調

・記
　
　
一二
。

の
五
作
品
は
未
刊
に
終
わ
つ
た
よ
う
で
あ
る

（４
）。

三
馬
は
文
政
五
年
間
正
月
六
日
に
亡
く
な
る
。
文
化
年
間
の
末
ご
ろ
か

ら
、
病
気
の
た
め
、
執
筆
数
そ
の
も
の
が
め
つ
き
り
と
減
つ
て
い
る
。
文

政
に
入
っ
て
か
ら
の
近
刊
予
告
で
、
未
刊
に
終
わ
つ
た
も
の
が
多
い
の
も
、

健
康
の
問
題
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

『時
花
模
様
由
禅
染
』
（六
巻
三
冊
、
文
政
四
年
刊
、
歌
川
国
貞
画
、
西

宮
新
六
板
）
に
は
次
の
よ
う
な
近
刊
予
告
が
あ
る
が
、

性
桧
疏
林
　

理
認
己
「酪

だ
赳
　
式
亭
作
、
国
貞
画
、
六
冊
。

肛
組
創
¨
悧
　
江
戸
花
三
升
格
子
　
式
亭
作
、
国
貞
画
、
六
冊
。

梶
走
八
　
　
梅
幸
茶
期
郷
染
色

　

一二
馬
作
、
国
貞
画
、
六
冊
。

い
ず
れ
も
刊
行
が
確
認
で
き
な
い
。
三
馬
の
死
去
の
た
め
、
未
刊
に
終
わ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
頃
に
せ
よ
、
文
政
頃
に
せ
よ
、
予
告
の
ま
ま
終

わ
っ
た
で
あ
ろ
う
作
品
名
が

『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
（大
正
１５
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
実
際
の
本
を
確
認
し
な
い
ま

ま
、
広
告
に
記
さ
れ
た
書
名
を
収
録
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

二
、
読
本
の
場
合

三
馬
は
読
本
の
執
筆
を
得
意
と
せ
ず
、
生
前
に
は
読
本
『
阿
古
義
物
語
』

前
編

（四
巻
五
冊
、
歌
川
豊
国

・
国
貞
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門

一
鶴
屋
金
助

板
）
を
文
化
七
年
に
刊
行
し
え
た
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
読
本
の

出
版
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
広
告
か
ら
う
か
が
え
る
。

文
化
三
年
刊
の
三
馬
作

『敵
討
安
達
太
郎
山
』
（五
巻

一
冊
、
歌
川
豊
広

画
、
西
宮
新
六
板
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
広
告
が
記
さ
れ
る
。

昴
篠
霜
Ｋ
訪
Ｌ
）

英
雄
轟
諄
」
初
編
十
二
冊
。

応
永
の
頃
山
中
鹿
太
郎
と
い
へ
る
鋭
勇
士
の
お
ひ
た
ち
よ
り
日
本

武
者
し
ゆ
ぎ
や
う
の
記
事
、
あ
は
れ
な
る
は
な
し
、
お
そ
ろ
し
き

事
を
あ
つ
め
た
る
面
白
き
絵
入
よ
み
本
。

同
じ
く
文
化
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
滑
稽
本

『
小
野
態
読
字
尽
』
（上
総
屋

忠
助
板
）
に
は
、

昴
黎
霜
Ｋ
訪
恥
）

英
雄
覇
諄
」
よ
み
本

初
編
十
二
冊
、
一二
馬
作
　
豊
国
画
。

」
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応
永
の
頃
の
物
語
に
て
山
中
氏
の
英
士
日
本
武
者
修
業
の
奇
説
を

し
る
し
た
る
面
白
き
絵
入
本
也
。

と
ほ
ぼ
同
文
の
広
告
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
『敵
討
安
達
太
郎
山
』
は

「絵

入
よ
み
本
」
と
い
う
呼
び
方
を
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
本
田
康
雄
は

『
武
江
年
表
』
享
和
年
間
記
事
に

「京

大
坂
よ
り
画
入
り
読
本
、
新
作
あ
ま
た
梓
行
し
て
江
戸
へ
下
せ
り
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
石
田
玉
山
、
速
水
春
暁
斎
、
合
川
眠
和
な
ど
が
執
筆
し
た

上
方
板

「画
入
り
読
本
」
か
ら
得
た
構
想
と
み
る

（５
）。
ま
た
、
文
化
四

年
刊
の
三
馬
作
『
箱
根
霊
験
養
復
讐
』
（六
巻
二
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
西
宮

新
六
板
）
の
広
告
に
あ
る

「あ
こ
ぎ
も
の
が
た
り
　
あ
だ
ち
ひ
め
物
語

―

一
名
六
あ
み
だ
え
ん
ぎ
　
な
が
ら
の
ひ
と
ば
し
ら
」
が

「い
づ
れ
も
ゑ

い
り
よ
み
本
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
や
、
文
化
五
年
刊
の
合
巻

『
御
堂
詣
未

刻
太
鼓
宍
西
宮
新
六
板
）
・
『敵
討
宿
六
始
賢
十
巻
二
冊
、
西
宮
新
六
板
）
・

『
吃
又
平
名
画
助
刀
』
（西
村
源
六

・
西
宮
新
六
板
）
の
広
告
に
も

「あ
こ

ヽ
ぎ
物
語
、
山
椒
太
夫
、
と
の
い
物
語
」
が

「絵
入
読
本
」
あ
る
い
は

「読

本
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
着
日
し
て
い
る
。
（６
）。

一
方
、
「ゑ
い
り
読
本
」
に
関
し
て
、
こ
れ
は
読
本
と
合
巻
の
中
間
に
あ

た
る
小
説
で
は
な
い
か
と
、
棚
橋
正
博
は
考
察
す
る

（７
）。
『式
亭
雑
記
』

の
中
で
文
化
五
年
刊
の
三
馬
作

『
両
禿
対
仇
討
』
（十
二
巻
三
冊
、
歌
川
国

貞
画
、
鶴
屋
金
助

・
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）
を

「絵
入
か
な
ば
か
り
の
よ
み

本
、
ま
が
ひ
合
巻
」
と
す
る
こ
と
や
、
同
じ
十
二
巻
の
長
編
合
巻
で
あ
る

『金
神
長
五
郎
忠
孝
話
説
』
（十
二
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
村
源
六
板
）

を

「国
字
小
説
」
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

本
田
康
雄
は

「あ
こ
ぎ
も
の
が
た
り
」
が
『
阿
古
義
物
語
』
と
な
り
、
「あ

だ
ち
姫
物
語
」
が

『
明
石
物
語
』
（文
化
六
年
刊
）
、
「な
が
ら
の
人
柱
」
が

「
帯
締
懸
嚇
様
睦
鵬
』
｛【
は
彙
警
脚
一
費
は

つ り
ｒ
増
酬
型
量
礎

）「

実
際
は
、
本
田
と
棚
橋
の
両
案
の
折
衷
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
、
「読
本
と

合
巻
の
中
間
に
あ
た
る
小
説
」
＝

「国
字
小
説
」
と
読
本
と
の
両
方
に
使

え
る
大
き
な
趣
向
を
と
り
あ
え
ず

「絵
入
読
本
」
と
称
し
て
近
刊
予
告
を

行

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
読
本
を
執
筆
す
る
力
の
乏
し
い
三
馬
に
と

つ
て

『
阿
古
義
物
語
』
だ
け
が
読
本
と
な
り
、
あ
と
の
趣
向
は
文
章
の
割
合
の

多
い
長
編
合
巻
、
す
な
わ
ち

「国
字
小
説
」
に
回
さ
れ
た
と
い
つ
た
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
。

結
局
、
山
中
鹿
之
助
を
主
人
公
と
す
る

「英
雄
轟
諄
」
は
、
三
馬
の
小

説
の
趣
向
と
し
て
確
認
さ
れ
な
い
。
『
十
理
れ
ば
，菱

ず
ヽ
続
費
文
化
六
年
刊
）

と
い
う
山
中
鹿
之
助
が
登
場
す
る
合
巻
を
曲
亭
馬
琴
が
著
し
た
の
で
、
自

作

へ
の
利
用
を
差
し
控
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
く
、
未
刊
の
読
本
と
し
て
は
、
文
化
五
年
刊
行
の
上
総
屋
忠
助
の

蔵
板
目
録
に
、

補
諏
　
宿
直
物
語
　
式
亭
三
馬
著
、
全
部
六
冊
。

が
あ
る
こ
と
を
、
棚
橋
正
博
が
報
告
し
、
他
の
本
が
中
本
型
読
本
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
中
本
型
読
本
の
企
画
だ
と
推
測
す
る

（９
）
。
「宿
直
物
語
」

は
、
先
述
の
と
お
り
、
『
御
堂
詣
未
刻
太
鼓
』
・
『
敵
討
宿
六
始
』
・
『
吃
又
平

名
画
助
刀
』
の
広
告
に
も
見
え
る
。
『
吃
又
平
名
画
助
刀
』
の
近
刊
予
告
を

見
る
と
、

」
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「ゑ
入
り
よ
み
本
之
部
」

あ
こ
き
物
語
　
一
名
十
人
き
リ
　
エハ
冊
。

一　
と
の
い
物
語
　
エハ
冊
、
画
工
よ
り
合
書
。

山
枡
太
夫
よ
こ
し
ま
物
語
　
一二
冊
、
豊
国
画
。

勧
善
懲
悪
　
一
名
小
の
ゝ
た
か
む
ら
ぢ
ご
く
も
の
が
た
ヶ

六
冊
、
国
貞
画
。

あ
だ
ち
姫

　
一
名
六
あ
み
だ
え
ん
ぎ
な
が
ら
の
人
柱
　
五
冊
。

み
の
近
江
ね
も
の
か
た
り
　
五
冊
。

と
あ
り
、
「宿
直
物
語
」
も
読
本
と
し
て
執
筆
の
予
定
だ

つ
た
と
う
か
が
え

る
。
「み
の
近
江
ね
も
の
か
た
り
」
も
該
当
の
趣
向
の
作
品
が
な
い
。
「宿

直
物
語
」
と
同
じ
く
、
融
通
の
き
く
題
名
を
と
り
あ
え
ず
上
げ
た
と
い
え

よ
う
か
。

な
お
、
文
化
五
年
前
後
は
読
本

・
草
双
紙
の
様
式

・
趣
向
を
三
馬
が
模

索
し
た
鶴
袖
な
場
銘
〔か
録
悧
作
品
の
広
告
も
こ
の
時
期
に
多
い
。
文
化
五

年
刊
の

『
力

競

稚

敵

討
』
（人
巻
二
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
近
江
屋
権
九

郎
板
）
の
下
巻
冒
頭
に
は
、

「応
需
院
本
省
略
稗
史
嗣
刻
書
目

（は
ん
も
と
の
の
ぞ
み
に
て
し
ば
ゐ

ほ
ん
を
つ
ま
ん
て
か
く
く
さ
ざ
う
し
お
ひ
／
ヽ
に
い
で
ま
す
る
な
だ
い
と

と
し
て
、
次
の
作
品
を
記
す
。

敵

討

檻

襖

錦

　

　

　

全
五
冊
。

敵
討
崇
禅
寺
馬
場
　
　
　
全
五
冊
。

花
欅
会
稽
掲
布
染

　

全
五
冊
。

苅
萱
桑
門
筑
紫

蝶
　
　
全
五
冊
。

花
上

野
誉
の
石
碑
　
全
五
冊
。

右
何
れ
も
三
馬
縮
文
し
て
追
々
出
板
仕
候
。
売
出
し
が
節
は
御
求
御

高
覧
可
下
候
。
欽
日
。

院
本

（浄
瑠
璃
本
）
の
縮
刷
に
よ
り
、
簡
便
に
草
双
紙
を
出
版
す
る
と
い

う
目
論
見
は
あ

つ
た
も
の
の
、
実
行
に
移
さ
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
二
馬
の
合
巻
は
浄
瑠
璃
本
か
ら
内
容
を
得
た
も
の
が
多
く
、
合

巻
と
の
差
異
の
少
な
い

「縮
文
」
を
作
る
必
然
性
も
低
か
つ
た
の
で
は
な

い
か
。
近
江
屋
権
九
郎
は
三
馬
が
か
か
わ

っ
た
版
元
で
は
、
新
興
で
規
模

が
小
さ
い
。
新
し
い
趣
向
の
作
品
の
出
版
に
は
意
欲
的
だ

っ
た
が
、
実
行

す
る
力
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
、
滑
稽
本
の
場
合

内
容
の
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
こ
と
の
多
い
滑
稽
本
の
広
告
は
、
三
馬

の
未
刊
作
品
の
広
告
の
な
か
で
も
特
に
重
要
で
あ
る
。
未
刊
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
刊
行
さ
れ
た
作
品
と
同

じ
よ
う
に
、
三
馬
の
発
想
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

滑
稽
本
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
三
馬
の
滑
稽
本
に
関
し
て
も
、
続

編
の
予
告
が
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
と
み
て
よ
い
。
人
気
が
出
れ
ば
続
編

を
出
し
、
不
人
気
な
ら
ば
打
ち
切
り
が
常
で
あ
る
。
三
馬
作

『
田
舎
芝
居

忠
臣
蔵
』
二
編

（二
巻
二
冊
、
文
化
十

一
年
刊
、
鶴
屋
金
助
板
）
は

「三

編
　
五
段
目
六
段
目
を
か
し
く
著
述
候
」
と
続
編
を
予
告
す
る
が
続
刊
な

い
。
不
人
気
で
続
き
が
出
な
か
つ
た
例
で
あ
ろ
う
。

『
七
癖
上
戸
』
（文
化
七
年
刊
、
西
村
源
六

・
西
宮
弥
兵
衛

ｏ
西
宮
平
兵
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衛
板
）
は

「新
水
鳥
記
二
編
　
あ
と
は
ま
す
ノ
ヽ
お
も
し
ろ
く
な
り
候
。

こ
れ
に
も
れ
た
る
さ
ま
か
ヽ
の
生
酔
を
う
が
ち
て
来
早
春
う
り
出
し
申ヽ
し

奉
候
」
と
す
る
。
『
七
癖
上
戸
』
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
新
水
鳥
記
と
つ
け
る
つ

も
り
だ
つ
た
ら
し
い
。
「こ
れ
を
新
水
鳥
記
と
号
る
こ
と
は
…
…
」と
あ
り
、

「新
水
鳥
記
大
意
」
が
序
文
題
な
の
で
、
三
馬
は

「新
水
鳥
記
」
を
題
名

に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
ら
し
い
。
広
告
も
そ
れ
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
不
人
気
で
続
編
が
刊
行
さ
れ
な
い
と
ば
か
り
見
る
の
は
早
計
で
、

『
浮
世
床
』
二
編

（文
化
十

一
年
刊
）
は

「来
春
嗣
て
出
す
看
官
三
編
の

発
市
を
侯
た
ば
幸
甚
ノ
ヽ
」
と
近
刊
予
告
を
す
る
が
、
三
馬
の
三
編
は
未

刊
。
三
馬
死
後
に
滝
亭
鯉
丈
が
三
編
を
書
く
の
で
、
読
者
に
不
人
気
だ
っ

た
と
は
思
え
ず
、
三
馬
の
執
筆
意
欲
に
問
題
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

再
版
本
に
も
近
刊
予
告
は
載
る
。
『
浮
世
風
呂
』
前
編
に

「文
政
三
年
庚

辰
仲
冬
十

一
月
再
補
刻
」
の
刊
記
の
あ
る
再
版
本

（早
稲
田
大
学
）
が
あ

る
こ
と
を
棚
橋
正
博
が
報
告
す
る

（
１０
）。
再
版
本
で
は

「五
編
　
来
午

春
開
板
」
を
す
る
ほ
か
、
「六
編
七
編
　
男
湯
之
編
　
女
湯
之
編
」
が
予
告

さ
れ
る
。

棚
橋
正
博
は

『
浮
世
風
呂
』
四
編
の
広
告
に
初
編

（前
編
）
か
ら
四
編

ま
で
が
載
る
こ
と
手
が
か
り
に
、
前
編
の
再
版
本
が
文
政
三
年
の
刊
行
で

は
な
く
、
コ
一編
の
す
ぐ
出
た
後
の
文
化
七
年
春
ま
で
の
刊
行
と
推
定
し

て
」
い
る

（
１．
）。
近
刊
予
告
が
出
版
の
考
察
の
て
か
が
り
と
な
る
例
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

死
後
の
作
品
に
も
近
刊
予
告
は
な
さ
れ
る
。
三
馬
は
文
政
五
年
に
没
し

て
お
り
、
遺
稿
を
も
と
に
、
文
政
九
年
に
『
稽
古
三
弦
』
（式
亭
三
馬
遺
稿
、

二
世
南
柚
笑
楚
満
人
校
正
、
歌
川
国
直
画
、
西
村
与
人

・
大
阪
屋
茂
吉
板
）

が
刊
行
さ
れ
る
。
『
稽
古
三
絃
』
に
も
、　
　
¨

後
編
　
其
継
樟
。

三
編
　
心

足
と薦

　
式
亭
三
馬
原
稿
、
楚
満
人
校
正
、
歌
川
国
直
画
。

の
近
刊
予
告
が
載
る
が
、
こ
れ
ら
は
刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

滑
稽
本
の
近
刊
予
告
は
草
双
紙
の
予
告
に
比
べ
て
、
様
子
を
み
る
た
め

の
も
の
が
多
く
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

文
化
十
年
刊
の

『
浮
世
床
』
初
編

（鶴
屋
金
助

ｏ
柏
屋
清
兵
衛
板
）
の

巻
上
の
九
丁
裏
に
は
、
次
の
広
告
が
載
る
。
①

の
な
か
が
実
際
の
刊
行
年

で
あ
る
。

当
酉
年
新
版
中
形
絵
入
読
本
三
馬
戯
作

田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
　
初
編
、
二
冊
。
（文
化
十
年
）

諄
話
浮
世
風
呂
　
四
編
男
湯
、
二
冊
。
（文
化
十
年
）

人
間
万
事
虚
誕
計
　
初
編
、　
一
冊
。
（文
化
十
年
）

大
千
世
界
楽
屋
探
　
初
編
、　
一
冊
。
（文
化
十
四
年
）

四
十
人
癖
　
一
一編
、　
一
冊
。
（文
化
十
年
）

三
芝
居
客
者
評
判
記
　
残
編
、
三
冊
。
（未
刊
）

素
人
芝
居
正
本
仕
立
　
初
編
、
二
冊
。

「
素
人
狂
言
紋
切
形
』初
編
と
し
て
文
化
十

一
年
刊
か
）

古
今
百
馬
鹿
　
初
編
、　
一
冊
。
（文
化
十

一
年
）

人
相
酔
狂
集
　
俗
云
百
つ
ら
　
一二
冊
。
（未
刊
）

○
好
古
愚
療
録
　
一二
冊
。
（未
刊
）

敵
討
頓
療
気
伝
　
一
冊
。
（文
化
九
年
『忠
臣
蔵
偏
療
気
論
』
か
）



○
古
今
童
謡
考
　
一二
冊
。
（未
刊
）

○
江
戸
奇
人
伝
　
五
冊
。
（未
刊
）

○
馬
鹿
夢
短
才
図
会
　
一二
冊
。
（未
刊
）

○
風
流
つ
れ
ノ
ヽ
草
　
一
一冊
。
（未
刊
）

○
風
俗
夢
物
語
　
五
冊
。
（未
刊
）

一
盃
綺
言
　
初
編
、　
一
冊
。
（文
化
十
年
）

右
の
内
○
印
あ
る
は
い
ま
だ
稿
終
ら
ず
。

文
化
十
年
は
癸
酉
な
の
で
、
後
刷
本
に
載
っ
た
広
告
で
は
な
い
。
実
際
に

刊
行
さ
れ
た
作
品
が
多
い
が
未
刊
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
原
稿
が
執
筆

済
み
と
な
っ
て
い
る
作
品
で
も
未
刊
の
も
の
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
「三
芝
居
客
者
評
判
記
　
残
編
」
に
関
し
て
は
、
文
化
七
年

刊
行
の
『
客
者
評
判
記
』
Ｔ
一巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）
の

巻
末
広
告
に
、

客
者
評
判
記
残
編
　
全
二
冊
　
初
編
も
ろ
と
も
う
り
出
し
申
候
。

此
ま
き
は
客
者
お
の
ノ
ヽ
あ
い
き
や
う
ふ
か
き
面
／
ヽ
ゆ
ゑ
初
稿
に

ま
さ
り
て
お
か
し
み
た
つ
ぶ
り
、
腹
筋
の
よ
れ
る
こ
と
ど
も
多
く
著

た
る
小
冊
也
。初
編
蜘
階
猛
「
続
て
御
高
覧
被
下
候
脇
奉
願
候
以
上
。

と
あ
る
。
一二
馬
の
合
巻
『
凧

雲

井
物
語
』
（文
化
八
年
刊
、
歌
川
国
貞
画
、

鶴
屋
金
助
板
）
に
も

「客
者
評
判
記
残
編
」
の
広
告
が
あ
る
。
初
編
の
執

筆
時
に
は
続
編
の
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
未
刊
に
終
わ

っ
た
。
実
際
に
原
稿
を
書
き
進
め
て
い
た
か
は
ゞ
わ
か
ら
な
い
。

「人
相
酔
狂
集
　
俗
云
百
つ
ら
」
も
未
刊
で
あ
る
。
三
馬
の

『
早
替
胸

の
か
ら
く
り
』
（文
化
七
年
刊
、
西
村
源
六

・
西
宮
新
六

・
西
宮
太
助
板
）

の
近
刊
予
告
に
も

「人
相
酔
狂
集
」
が
あ
る
。

人
相
酔
狂
集
　
俗
に
百
つ
ら

来
春
開
板
　
式
亭
三
馬
戯
作
。
こ
れ
は
百
づ
ら
と
い
ふ
て
、
男
女
老

少
い
ろ
／
ヽ
の
を
か
し
き
か
ほ
を
ゑ
が
き
、
其
相
の
か
た
は
ら
に
お

も
し
ろ
き
詞
書
を
く
は
へ
た
れ
ば
、
ひ
や
う
ひ
や
く
の
お
や
だ
ま
、

を
か
し
み
た
つ
ぶ
り
の
ゑ
い
り
よ
み
本
な
り
。

三
馬
の
滑
稽
本

『
小
野
笛
読
字
尽
』
（文
化
二
年
刊
）
は

「人
相
小
鑑
」

と
し
て
福
相
を
説
明
す
る
ほ
か
、
「人
相
図
論
」
と
し
て

「金
が
あ
り
相
」

「吝
相
」
「や
か
ま
し
相
」
「腹
を
立
相
」
な
ど
全
十
二
相
を
三
丁
半
に
わ

た
っ
て
紹
介
す
る
。
こ
の
発
展
を
考
え
て
い
た
か
。

具
体
的
な
内
容
の
近
刊
予
告
が
残
る
の
が
「好
古
愚
療
録
」
で
あ
る
。
「好

古
愚
療
録
」
は
文
化
十
年
刊
の
滑
稽
本
『報
鳩
蔵
意
抄
』
（万
寿
亭
正
三
分
一

代
目
並
木
五
瓶
）
作
、
式
亭
三
馬
補
綴
、
歌
川
豊
国
画
、
西
村
源
六
板
）

の
巻
末
に
詳
細
な
内
容
が
記
さ
れ
る
。
『
蔵
意
抄
』
の

「好
古
愚
療
録
」
広

告
は
次
の
と
お
り
。

当
秋
発
兌

式
亭
三
馬
銅
駄
先
生
編
輯
、
門
人
徳
亭
三
孝
学
亭
三
子
仝
校
。

好
古
愚
療
録
　
初
編
、
全
二
冊
。

此
書
は
虚
言
人
百
万
年
来
未
見
未
間
の
珍
奇
好
事
家
の
手
に
い
ら
ぬ

も
の
ば
か
り
拾
ひ
集
め
て
形
を
図
に
あ
ら
は
じ
こ
じ
つ
け
の
古
書
を

引
き
出
た
ら
め
の

場

へを
し
る
す
。
す
べ
て
古
書
画
占
果

考

を
し
る
す
。
す
べ
て
古
書
画
古
器
の
し
な
か
ヽ

を
嬉
轟
醇
ぽ
購
ま
ダ
ぽ
圏
蹴
配
厳
の
ぉ鴎
き

に̈
難
し
譲
こ
韓
薪

好
古

日
録
好
古

小
録
桂
林
漫
録

の

趣

に
擬

し
窟

に
疫
果

の
か
ぎ

り

を
つ
く
し
て
尚
古
の
諸
君
子
の
お

笑

を
と
る
。
比
草
稿
大
半
出
来
有

」
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之
候
。
所
々
葛
葉
散
人
蔵
意
抄
の
著
述
出
来
い
た
し
三
馬
先
生
と

同
案
に
御
座
候
間
、
幸

ひ
に
先
生
の
筆
を
乞
ひ
、増
補
校
フ離

を
需
め

候
て
発
兌
仕
候
、
御
評
判
奉
希
候
。
板
元
文
刻
堂
。

『蔵
意
抄
』
は

翌
局
師
直
之
艶
書
」
「足
利
館
四
足
門
之
古
瓦
」
な
ど
、
忠

臣
蔵
ゆ
か
り
の
古
物
を
図
入
り
で
説
明
し
た
滑
稽
本
で
あ
る
。
文
化
九
年

刊
の
三
馬
作

『忠
臣
蔵
偏
療
気
論
』
（歌
川
国
直
画
、
鶴
屋
金
助
板
）
に
ひ

き
続
き
、
忠
臣
蔵
を
題
材
と
し
た
滑
稽
本
だ
が
、
『忠
臣
蔵
偏
療
気
論
』
が

人
物
評
判
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
蔵
意
抄
』
は
好
古
趣
味
の
内
容
で
あ
る
。

「好
古
愚
療
録
」
が
あ
げ
る
藤
貞
幹

『
好
古
日
録
』
（寛
政
九
年
刊
）
・
同

『
好
古
小
録
』
（寛
政
七
年
刊
）
や
桂
川
中
良

『桂
林
漫
録
』
（天
明
二
年

刊
）
の
よ
う
に
い
に
し
え
の
古
書
画
古
器
を
収
録
し
た
書
の
ち
や
か
し
を

目
指
し
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「好
古
愚
療
録
」
と
い
う
題
名
そ
の

も
の
が

『
好
古
日
録
』
の
も
じ
り
で
あ
ろ
う
。
銅
駄
先
生
は

『
忠
臣
蔵
偏

療
気
論
』
の
種
本
で
あ
る

『忠
臣
蔵
人
物
評
論
』
（天
明

一
年
刊
）
の
作
者

で
あ
る
扁
屈
道
人

曾
側
中
観
斎
）
の
別
号
銅
脈
先
生
を
も
じ
つ
た
も
の
か
。

「好
古
愚
療
録
」
に
は
詳
細
な
近
刊
予
告
が
の
る
が
、
伝
本
を
聞
か
ず
、

何
ら
か
の
事
情
で
出
版
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「敵
討
頓
療
気
伝
　
一
冊
」
は

『忠
臣
蔵
偏
療
気
論
』
（文
化
九
年
刊
）

か

『
蔵
意
抄
』
（文
化
八
年
初
冬
成
、
文
化
十
年
初
春
刊
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「古
今
童
謡
考
」
か
ら

「風
俗
夢
物
語
」
ま
で
の
五
作
品
は
実
現
の
可

能
性
が
低
く
、
題
名
だ
け
を
間
に
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
実
現
し
な
か
っ
た
滑
稽
本
に
は
、
『
麻
疹
戯
言
』
（享
和
三
年

刊
、
万
屋
太
治
右
衛
門
板
）
が
近
刊
予
告
し
た

「縮
緬
詩
話
」
が
あ
る
。

内
容
は
次
の
通
り
。

式
亭
三
馬
著
　
縮
緬
詩
話
　
巾
箱
本

一
冊
近
刻

哀
倉
山
が
随
園
詩
話
に
倣
て
、
江
戸
諸
名
家
秀
作
な
る
懐
旧
の
狂
詩

話
な
れ
ば
ち
り
め
ん
じ
わ
と
号
る
も
の
也
。

清
代
の
文
人
で
あ
る
哀
枚
が
詩
に
関
す
る
説
話
を
集
め
た

『
随
園
詩
話
』

に
想
を
得
た
狂
詩
説
話
集
の
予
定
の
よ
う
で
あ
る
。
「江
戸
諸
名
家
」
が
ど

の
よ
う
な
作
者
を
念
頭
に
置
く
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
寝
惚
先

生

（大
田
南
畝
）
は
当
然
含
め
ね
ば
な
ら
ず
、
戯
作
壇
か
ら
身
を
引
い
て

い
た
南
畝
に
触
れ
る
こ
と
に
差
し
障
り
が
あ
り
、
刊
行
は
難
し
か
つ
た
と

思
わ
れ
る
。

企
画
か
ら
刊
行
ま
で
時
間
が
か
か
つ
た
の
は
、
文
化
十
四
年
刊
の

『大

千
世
界
楽
屋
探
』
で
あ
る
。
文
化
八
年
刊
の
合
巻

『
凧
雲
井
物
語
』
（文
化

八
年
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）
広
告
の

「三
千
世
界
楽
屋
探
」
が

原
型
で

。あ
る
。

絵
入
読
本
　
備
循
俳
嚇
　
一軌
司
雌
射
ギ
ぼ
躍

式
亭
三
馬
戯
作
、
初
稿
全
二
巻
。

を
か
し
く
て
こ
た
へ
ら
れ
ぬ
よ
み
本
、
趣
向
は
え
り
ど
り
十
二
門
部

分
総
目
。

当
未
正
月
二
日
よ
り
正
本
売
出
し
申
候
。

と
、
幸
未
の
年
、
す
な
わ
ぢ

『
凧
雲
井
物
語
』
と
同
じ
文
化
八
年
正
月
の

売
出
し
を
予
告
す
る
が
、
実
際
の
刊
行
は
、
六
年
後
で
あ
っ
た
。
Ｆ
一千
世

界
楽
屋
探
」
の
広
告
は

一
丁
に
近
い
分
量
が
あ
る
。
「乾
坤
」
「時
候
」
「神
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祗
二
人
倫
」
な
ど
の
標
目
を
立
て
て
、
さ
ら
に
細
分
化
し
た
内
容
を
記
す
。

た
と
え
ば
、
「乾
坤
」
を
見
る
と
、

乾
坤
　
●
春
雨
と
夕
立
と
雨
ふ
り
か
た
ぎ
。
●
五
日
の
風
と
十
日
の

雨
と
ね
ん
ご
ろ
あ
ひ
。
●
雷
公
と
地
震
の
ち
か
ら
く
ら
べ
。
●
冨
士

山
と
琵
琶
湖
の
夫
婦
中
付
り
浅
間
山
の
を
か
や
き
も
ち
井

二
東
海
道

と
木
曽
街
道
の
身
贔
贋
●
三
ケ
津
の
国
じ
い
ま
ん
●
日
本
三
景
と
二

大
河
と
あ
ら
そ
ひ
。

と
記
す
。
こ
の
よ
う
な
、
奇
妙
な
標
目
を
な
ら
べ
る
こ
と
自
体
に
お
か
し

み
が
あ

つ
た
の
だ
ろ
う
。
Ｆ
一千
世
界
楽
屋
探
」
の
標
目
は
、
『
大
千
世
界

楽
屋
探
』
に
も
引
き
継
が
れ
る
。
『
大
千
世
界
楽
屋
探
』
「大
千
世
界
楽
屋

探
標
目
」
の

「乾
坤
之
部
」
で
は
、

○
利
耐
と
配
耐
潔
な朧
の
融
説
。
○
ぅ制
すと
感
彎が
侃
護
部
の
鋭
ぃ鑑
。

○
蹴
鉗
と
岬
就
の
淋
らく激
。
○
部乳静
ぶ
と
微
離
だ
の
秘
記
。

と
記
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
標
目
の
う
ち
、
『大
千
世
界
楽
屋
探
』
で
は

「人
倫
之
部
」

か
ら

「熊
谷
と
敦
盛
と

一
谷
組
打
の
庭
説
」
、
「雑
之
部
」
か
ら

「
一
切
諸

精
霊
孟
蘭
盆
会
の
述
懐
」、
「器
財
之
部
」
か
ら

「豊

刷
と
試
風
の
烏
形
と

の
夕
涼

」
が
取
上
げ
ら
れ
、
会
話
体
に
よ
る
滑
稽
な
や
り
と
り
が
詳
し
く

記
さ
れ
る
。
『
凧
雲
井
物
語
』
の

コ
二
千
世
界
楽
屋
探
」
の
近
刊
予
告
末
尾

に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

以
上
初
編
三
冊
著
述
出
来
。

右
は
趣
向
は
な
は
だ
ひ
ろ
き
ゆ
ゑ
追
／
ヽ
お
か
し
き
し
な
ノ
ヽ
を
と

り
あ
つ
め
毎
年

一
編
を
幾
篇
に
も
著
述
仕
候
。
ま
づ
当
年
は
右
目
録

の
通
り
、
初
編
三
冊
売
出
し
申
候
。
御
も
と
め
御
二
笑
奉
希
候
以
上
。

と
あ
る
も
の
の
、
『大
千
世
界
楽
屋
探
』
の
よ
う
な
、
会
話
体
の
滑
稽
本
と

し
て
完
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
「三
千
世
界
楽
屋
探
」
の
段
階
で
は
、

多
く
の
お
か
し
な
標
目
を
簡
単
に
説
明
す
る
内
容
で
は
な
か
つ
た
か
と
推

測
し
て
お
く
。

四
、
末
雅
比
萬
葉
集

三
馬
の
未
刊
作
品
の
う
ち
、
も
つ
と
も
興
味
を
ひ
く
も
の
は

「末
雅
比

萬
葉
集
」
で
あ
る
。

三
馬
の
滑
稽
本

『
一
盃
綺
言
』
（文
化
十
年
刊
、
津
村
三
郎
兵
衛

ｏ
西
宮

平
兵
衛

・
石
渡
利
助
板
）
は
次
の
広
告
を
載
せ
る
。

し
き
の
屋
三
馬
大
人
編
著
、
末
雅
比
高
葉
集
全
二
冊
。

附
録
　
頬

冠

辞

一
寸
抄

み
や
び
な
ら
ぬ
を
万
葉
に
く
ら
ぶ
と
は
け
さ
く
し
や
だ
ま
し
ひ
の

め
く
ら
へ
び
物
に
お
ぢ
ざ
る
し
わ
ざ
な
り
。
こ
れ
は
狂
歌
に
あ
ら

す
、
つ
め
歌
に
あ
ら
ず
、
は
し
に
も
ぼ
う
に
も
か
ゝ
ら
ぬ
手
ぶ
り

を
あ
ら
た
に
ひ
ら
き
た
る
い
に
し
へ
ぶ
り
。
か
の
ま
が
ひ
八
丈
ま

が
ひ
結
城
に
ひ
と
し
き
ま
が
ひ
万
葉
の
和
歌
者
流
、
三
馬
が
は
じ

め
た
歌
な
れ
ば
、
馬
歌
と
よ
び
て
し
か
る
べ
き
を
さ
と
び
う
た
と

ぞ
な
づ
け
に
け
る
。

題
名
か
ら

『
万
葉
集
』
の
や
つ
し
だ
と
推
測
で
き
る
。
「末
雅
比
高
葉
集
」

の
刊
行
は
実
現
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
馬
の
滑
稽
本

『
人
心
覗
か
ら
く
り
』
（文
化
十

一
年
刊
、
西
村
与
八

・

」
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山
崎
平
人

・
天
満
喜
平

・
加
賀
屋
源
助

・
鶴
鵜
長
治
板
）
の

「見
え
ば
う

を
第

一
と
す
る
人
の
表
」
で
は
、
通
人
め
か
し
た
男
が
次
の
よ
う
に
語
る
。

も
し
大
人
、
最
う
俳
諧
も
俗
る
。
歌
は
も
と
よ
り
否
気
に
な

つ
た

か
ら
、
を

つ
り
き
な
も
の
を
お
も
ひ
つ
き
や
し
た
。
彼
ま
が
ひ

八

丈
、
ま
が
ひ
南
部
縞
な
ど
か
ら
産
だ
趣
向
で
、
ま
が
ひ
万
葉
と

い
ふ
歌
の
体
さ
。
い
は
ゞ
和
歌
者
流
の
新
道
と
も
謂
つ
べ
き
も
の

だ
テ
。
ま
づ
狂
歌
と
詰
歌
の
樋
間
を
い
く
や

つ
だ
ネ
。
聴
て
く
ん

な
せ

へ
酔
人
を
詠
る
。

お
ほ
み
き
の
　
　
か
す
く
れ
な
ま
ゑ
　
　
な
ま
ろ
び
そ

酒
　
　
　
　
粕
　
食
　
生
　
酔
　
　
　
勿
　
転

ど
ろ
ち
ま
た
に
　
い」け
た
ら
　
く
だ
ま
こ

泥
　
街
　
　
　
　
倒
　
　
　
管
　
巻

ナ
ン
ト
を

つ
で
ご
ぜ

へ
せ
う
。
こ
れ
は
三
馬
が
詠
む
か
ら
つ
ひ
口

つ
き
に
か
ぶ
れ
た
の
さ
。
此
て
ぶ
り
の
歌
が
多
く
あ
れ
ど
追
て

御
披
露
。
ｔ
か
も
さ
と
び
歌
と
い
ふ
集
が
出
来
て
あ
る
が
、
タ
シ

カ
ま
が
ひ
万
葉
と

号

て
発
市
す
る
さ
う
さ
。

未

雅

比

万

葉

集
と
か
い
ふ
洒
落
ス
。

三
馬
は
国
学
に
興
味
が
あ

っ
た
。
『
浮
世
風
呂
旨
二
編
下

（文
化
九
年
刊
）

で
の
、
か
も
子
と
け
り
子
の
国
学
談
義
は
、
三
馬
の
国
学

へ
の
関
心
を
よ

く
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
三
馬
の
国
学

へ
の
関
心
の
ひ
と

つ
は
音
韻
で

あ
ろ
う
。
会
話
体
の
正
確
な
表
記
を
志
す
三
馬
に
と

つ
て
、
音
韻
や
表
記

法
に
関
し
て
、
国
学
に
関
心
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
浮
世
風
呂
』
二

編
上

（文
化
七
年
刊
）
で
は
、
江
戸
の
女
お
山
と
か
み
が
た
す
じ
の
女
と

の
会
話
で
、
お
山
に
五
音
相
通
や

『
万
葉
集
』
で
の

「べ
い
」
言
葉
に
つ

い
て
話
さ
せ
て
い
る
。
『浮
世
床
』
初
編

（文
化
十
年
刊
）
自
序
に

「国
学

者
」
「国
学
大
人
」
を
登
場
さ
せ

「か
み
ゐ
ど
ん
」
の
考
証
を
さ
せ
て
笑
い

を
と
る
の
も
、
国
学
者
を
知
悉
し
て
い
る
と
い
え
る
。

『大
千
世
界
楽
屋
探
』
上

（文
化
十
四
年
刊
）
に
は
、
「ど
さ
詞
」
を

「せ

り
う
り
の
博
物
先
生
」
が
解
説
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
も
偏
痴
気
論
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
欄
外
注
に
、

語
釈
は
考

へ
ず
と
も
扱
あ
る
べ
し
。
只
詞
の
つ
か
ひ
ざ
ま
用
ひ
ざ
ま

を
む
ね
と
考
ふ
べ
き
よ
し
鈴
廼
屋
の
大
人
も
の
給
ひ
き
。
や
く
な
き

語
釈
は
こ
し
や
く
と
や
い
は
む
、
あ
と
の
か
ん
が
へ
さ
き
へ
往
た
ら

ば
考
と
ら
し
よ
と
も
い
ふ
べ
し
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
居
宣
長

『
フ
ひ
山
ぶ
み
』
（寛
政
十

一
年
刊
）
に
あ

る
語
釈

へ
の
態
度
を
想
定
し
て
だ
ろ
う
。
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
（白
石
良
夫
全

訳
注
本
居
宣
長

『
う
ひ
山
ぶ
み
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
２．
。
４
。

・６５

頁
）
に
は
、語

釈
は
緊
要
に
あ
ら
ず
。

語
釈
と
は
、
も
ろ
も
ろ
の
一■
の
、然
云
ふ
本
の
一」
を
考

へ
て
釈
く
を

い
ふ
。
た
と

へ
ば
天
と
い
ふ
は
い
か
な
る
こ
と
、
地
と
い
ふ
は
い
か

な
る
こ
と
と
釈
く
た
ぐ
ひ
也
。
こ
は
、
学
者
の
た
れ
も
ま
づ
し
ら
ま

ほ
し
が
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
こ
れ
に
さ
の
み
深
く
心
を
も
ち
ふ
べ
き

に
は
あ
ら
ず
。
こ
は
大
か
た
よ
き
考

へ
は
出
来
が
た
き
も
の
に
て
、

ま
づ
は
い
か
な
る
こ
と
と
も
し
り
が
た
き
わ
ざ
な
る
が
、
し
ひ
て
し

れ
で
も
事
か
く
事
な
く
、
し
り
て
も
さ
の
み
益
な
し
。
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さ
れ
ば
、
諸

の
言
は
、
そ
の
然
云
ふ
本
の
意

を
考

へ
ん
よ
り
は
、

古

へ対
の
用
ひ
た
る
所
を
よ
く
考

へ
て
、
云
々
の
言
は
云
々
の
意
に

用
ひ
た
り
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
明
ら
め
知
る
を
要
と
す
べ
し
。
言
の

用
ひ
た
る
意
を
し
ら
で
は
、
其
所
の
文
意
聞
え
が
た
く
、
又
み
づ
か

ら
物
を
書
く
に
も
、
言
の
用
ひ
や
う
た
が
ふ
こ
と
也
。

と
あ
り
、
三
馬
が
こ
の
部
分
を
念
頭
に
置
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三
馬
の
国
学
な
ら
び
に

『
万
葉
集
』

へ
の
関
心
は
諸
資
料
よ
り
わ
か
る

が
、
実
現
の
可
能
性
の
高
か
っ
た

「末
雅
比
万
葉
集
」
は
と
く
に
、
三
馬

の
関
心
の
高
さ
を
伝
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
あ
ら
あ
ら
、
三
馬
の
未
刊
作
品
の
広
告
を
見
て
き
た
。
今
回
、

紹
介
し
た
三
馬
の
未
刊
作
品
の
広
告
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
で
は
な
い
。
草

双
紙
を
中
心
に
多
く
の
未
刊
作
品
の
広
告
が
あ
る
。
未
紹
介
分
は
、
と
り

あ
え
ず
判
明
し
た
も
の
を

「付
記
」
と
し
て
巻
末
に
記
ｔ
た
。

三
馬
の
未
刊
作
品
の
広
告
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。

１
、
広
告
か
ら
、
題
名
だ
け
が
変
わ

つ
て
出
版
さ
れ
た
場
合
。

２
、
広
告
か
ら
、
題
名
と
内
容
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た

場
合
。

３
、
続
編
を
予
告
し
、

つ
い
に
刊
行
さ
れ
な
い
場
合
。

４
、
新
構
想
の
作
品
が

つ
い
に
出
版
さ
れ
な
い
ま
ま
終
わ
る
場
合
。

１
と
２
は
、
何
ら
か
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
の
で
、
厳
密
に
は
未
刊
で

は
な
い
が
、
当
初
の
構
想
と
は
変
更
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

３
と
４
は
実
際
に
未
刊
に
終
わ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
３
は
滑

稽
本
に
関
し
て
は
珍
し
く
な
い
。
滑
稽
本
は
と
り
あ
え
ず
続
編
を
予
告
し
、

売
り
上
げ
が
よ
け
れ
ば
、
続
編
を
出
し
、
不
人
気
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

に
す
る
の
が
常
だ
か
ら
で
あ
る
。

４
は
、
角
書
と
題
名
だ
け
記
さ
れ
る
草
双
紙
の
場
合
と
、
よ
り
詳
細
な

内
容
の
予
告
が
あ
る
滑
稽
本
と
大
別
で
き
る
。
近
刊
予
告
し
て
も
刊
行
さ

れ
な
い
草
双
紙
は
多
い
。
最
初
か
ら
刊
行
す
る
つ
も
り
も
な
く
、
書
名
を

並
べ
た
も
の
の
ほ
か
、
事
件

・
多
忙

・
病
気
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
つ
て
、

刊
行
で
き
な
か
つ
た
も
の
が
あ
る
。

近
刊
予
告
さ
れ
る
も
の
の
未
刊
に
終
わ

っ
た
作
品
は
、
も
と
よ
り
存
在

し
な
い
作
品
で
あ
る
。
よ
つ
て
、
刊
行
さ
れ
た
作
品
と
同
様
に
、
作
家
論

や
他
の
作
品
論
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
見
る
の
は
適
当
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
未
刊
な
が
ら
も
、
あ
る
作
家
の
頭
の
な
か
に
で
き

た
構
想
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
近
刊
予
告
は
現
在
の
読
者

を
未
来
の
作
品
に
つ
な
ぐ
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
思
考
の
道

筋
が
見
え
る
。
よ
つ
て
、
あ
る
作
家
の
特
徴
を
よ
く
知
る
た
め
の
手
が
か

り
と
し
て
、　
一
つ
の
作
品
と
同
様
の
価
値
を
も

つ
も
の
も
、
未
刊
に
終
わ

っ
た
作
品
の
広
告
の
な
か
に
は
あ
る
と
は
い
え
ま
い
か
。

注

（１
）
中
野
三
敏

『
江
戸
の
板
本
』
第
六
章

「予
告

・
広
告

・
蔵
版
目
録
」

の

「近
刊
予
告
」
（岩
波
書
店
、
平
成
７

・
１２
ヽ

・８９

ｏ
・９。
頁
）
参
照
。

（２
）
長
島
弘
明

『
雨
月
物
語
の
世
界
』
（ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
平
成
１０

ｏ
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４
、

４４
・
４５
頁
）
参
照
。

（３
）
棚
橋
正
博

『
式
亭
三
馬
』
１３

「『敗
嚇
鉢
侠
太
平
記
向
鉢
巻
』
の
筆

禍
と
そ
の
後
」
（ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
６
ｏ
Ｈ
）
参
照
。

（４
）
棚
橋
正
博

『黄
表
紙
総
覧
』
後
編

（青
裳
堂
書
店
、
平
成
１
・
Ｈ
、

２。０
。

２。．
頁
）
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
は

『黙
帯
　
紅
破
皿
南
京
焼
継
』
（黄
表
紙
、
一二
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
和
泉

屋
市
兵
衛
板
）
と

『鹿
絵
校
嚇
　
譲
如
来
万
人
縁
起
』
（黄
表
紙
、
三

冊
、
歌
川
豊
広
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
が
こ
の
年
刊
行
と
す
る
が

実
際
は
未
刊
と
考
え
ら
れ
る
。
享
和
三
年
刊
の
和
泉
屋
市
兵
衛
板
の

黄
表
紙

翁
敵
討
安
積
車
』
な
ど
）
巻
末
の
出
版
目
録
か
ら
の
採
録
で

あ
ろ
う
。
同
書
の
書
名
は
寛
政
十

一
年
の
西
宮
新
板
目
録
に
名
前
が

載
る
が
、
『侠
太
平
記
向
鉢
巻
』
の
筆
禍
で
途
絶
え
、
改
め
て
和
泉
屋

か
ら
注
文
を
受
け
た
が
、
享
和
三
年

・
文
化
元
年
ご
ろ
の
三
馬
の
多

忙
の
た
め
、
未
刊
に
終
わ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（５
）
本
田
康
雄

『
式
亭
三
馬
の
文
芸
』
（笠
間
書
院
、
昭
和
４８
・
３
、
．

・３５
頁
）
参
照
。

（６
）
注
５
前
掲
書
、

２。２
頁
参
照
。

（７
）
注
３
前
掲
書
、

２。３
・
２０４
頁
参
照
。

（８
）
注
６
と
同
箇
所
参
照
。

（９
）
注
３
前
掲
書
、

２。３
頁
参
照
。

（
１０
）
棚
橋
正
博

「浮
世
風
呂
に
つ
い
て
」
翁
江
戸
文
学
』
２。
号
、
平
成

Ｈ
・
６
）
参
照
。

（
Ｈ
）
注
１０
前
掲
書
、

３５
頁
参
照
。

付
記
　

二̈
馬
の
未
刊
作
品
の
広
告
　
本
文
未
紹
介
分

●

『
俳
優
三
階
興
』
（役
者
絵
本
、
二
巻
二
冊
、
享
和
元
年
刊
、
歌
川
豊
国

画
、
西
宮
新
六

・
万
屋
太
治
右
衛
門
板
）

た
職
場
　
償
麟
鯨
鷺
黛
ダ

離
斃
　
一二
馬
作
、
全

一
冊
。
来
ル
成
の
初
春

う
り
出
し
申
し
候
。

●

『
封

鎖

心

鈴

匙
』
（享
和
三
年
刊
、
西
宮
新
六
板
）

短
織
揚
　
償
麟
崎
鷺
黛
潤
コ
醜
斃
　
大
本

一
冊
、
三
馬
作
、
豊
国
画
。

右
は
江
戸
三
芝
居
の
古
事
を
初
て
、
当
時
の
事
ま
で
を
節
用
集
に
な

ぞ
ら
へ
た
る
お
も
し
ろ
く
絵
入
よ
み
本
。
も
つ
と
も
に
が
ほ
生
う
つ

し
な
り
。

享
和
三
年
刊
の

『
劇
場
訓
蒙
図
彙
』
（勝
川
春
英

・
歌
川
豊
国
画
、

い西

宮
新
六

・
万
屋
太
治
右
衛
門

ｏ
永
楽
屋
東
四
郎

・
箸
屋
善
助

・
石
渡
佐

助

・
勝
尾
屋
六
兵
衛
板
）
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

●

『
敵
討
安
達
太
郎
山
』
（文
化
三
年
刊
、
西
宮
新
六
板
）

見
立
年
代
芝
居
通
宝
記
　
一
枚
。

名
代
新
造
坐
禅
豆
　
一
枚
。

入
込
銭
湯

一
口
浄
瑠
璃
　
一
冊
。
Ｇ
浮
世
風
呂
』
の
原
型
か
）

●

『
御
堂
詣
未
刻
太
鼓
』
（文
化
五
年
刊
、
西
宮
新
六
板
）

栓権畑　
紀
鏡
難
お
紀
叫
説
。

率喉馴頭御　
村
続
編
批
観
撹
置
。

難
記
馳
紳
が
パ
請
ｏ

御
警
規
概
郷
ｏ
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養
Ｇ
廠
ビ
難
社
軌
彼
は
化
討
　
歌
祭
文
雲
助
由
来
。

『
敵
討
宿
六
始
』
（文
化
五
年
刊
、
西
宮
新
六
板
）
に
同
じ
広
告
。

●

『
玉
藻
前
三
国
伝
記
』
（文
化
五
年
刊
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

鶴
葡
　
妖
狐
伝
悪
念
濫
傷
　
全
六
冊
　
式
亭
三
馬
作
、
勝
川
春
亭
画
。

い
ま
だ
も
ろ
こ
し
へ
わ
た
ら
ぎ
る
む
か
し
／
ヽ
九
つ
の
尾
と
な
る
ゆ

ら
い
を
し
る
す
、
し
う
ね
ん
物
か
た
り
。

同
じ
く
文
化
五
年
刊
の
『難
有
孝
行
娘
』
（森
屋
治
兵
衛
板
）
に
も
同
じ

広
告
。

●
『吃
又
平
名
画
助
刀
』
（文
化
五
年
刊
、
西
村
源
六
ｏ
西
宮
新
六
板
）

玉
も
の
ま

へ
　
一二
冊
。

（翌
年
の

『
玉
藻
前
三
国
伝
記
』
Ｔ
一巻

一
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
森
屋

治
兵
衛
板
）
か
）

三
国
伝
来
な
ご
り
狂
言
玉
も
の
ま

へ
二
番
目
始
り
　
一二
冊
。

（同
年
の

『
玉
藻
前
竜
宮
物
語
』
Ｔ
一巻

一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
近
江

屋
権
九
郎
板
）
か
）　
　
　
　
　
　
。

き
ん
も
う
白
面
妖
狐
伝
あ
く
ね
ん
の
始
り
　
七
冊
。
（該
当
作
不
明
）

●

『
力
競
稚
敵
討
』
（八
巻
二
冊
、
文
化
五
年
刊
、
近
江
屋
権
九
郎
板
）

『
糎
錮
雄
媒
　
玉
藻
前
餘

のし輝
』

●

『
粧
国
な
媒
　
玉
藻
前
竜
宮
物
語
』
（文
化
五
年
刊
、
近
江
屋
権
九
郎
板
）

嚇
磁
徹
　
栗
殻
太
郎
忠
孝
談
　
全
人
冊
　
一二
馬
作
、
春
亭
画
。

来
巳
の
と
し
新
板
絵
さ
う
し
当
辰
初
秋
売
出
し
候
。

●

『
鱗
蛇
於
長
敷
草
紙
』
（七
巻
二
冊
、
文
化
五
年
刊
、
歌
川
国
貞
画
、
浜

松
屋
幸
助
板
）
上
巻
広
告

佛几徹ん　
句
町
囁
お
麓
郡
守説
　
全
部
六
冊式

亭
三
馬
編
、歌
川
国
貞
画
。

●

『
椴
知
算
拶
醇
ン

リ（文
化
六
年
刊
、
近
江
屋
権
九
郎
板
）

親

敵

空

気

始
　
式
亭
三
馬
作
、
勝
川
春
亭
画
。

●

『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
説
』
（十
二
巻
三
冊
、
文
化
六
年
、
歌
川
国
貞
、

西
村
源
六
板
）

織
然
が
灘
櫛
　
往

時

縁

仇

記
　
全
人
冊式

亭
三
馬
作
、
歌
川
国
貞
画
。

文
化
十

一
年
刊
の

『競
億
淋
名
揚
巻
両
個
助
六
』
（六
巻

一
冊
、
歌
川
国

貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）
と
な
っ
た
か
。

（
々
月
）

隅
田
堤
の
仇
討
は
玄
兵
術
堀
の
事
蹟

逢
初
川
の
懃
打
は
お
玉
が
池
の
由
来

昔
唄
十
金
藻
衛
門
　
全
七
冊
　
式
亭
三
馬
作
、
歌
川
豊
国
画
。

●

『
松
竹
梅
女
水
滸
伝
』
後
編

（文
政
四
年
刊
、
山
本
平
吉
板
）

軌
噺
　
心

花

朝

顔

斜
　
一二
馬
作
、
を
か
し
き
ゑ
い
り
中
形
よ
み
本
。

全

一
冊
、
当
巳
夏
開
板
。

※
な
お
、
本
文
引
用
の
際
は
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

［よ
し
ま
る

。
か
つ
や
　
本
学
教
員
］
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